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最新技術は絶対条件ではない 

前回は、地域の活性化が地域の自律的な経済

循環によってもたらされる可能性について考え

てみた。また、これまで、地域企業のイノベー

ションにとって必要不可欠なものとして、地域

に人をとどめ置くことの重要性を確認してきた。

さらに、広義のイノベーションは、必ずしも最

新の科学技術の中から生まれてくるとは限らず、

日常の何げない仕事の改善や工夫の中から生ま

れてくることもみてきた。つまり、改善や工夫

を重視する空気に満たされ、そこに「人」をと

どめ置く魅力が加われば、中小企業の活性化は

十分可能であり、地域内でそれらの企業が有機

的に連携することで、地域経済が自律的に循環

するのだ。 

もっとも、日常の改善や工夫の中からイノベ

ーションが生まれるという点では、企業の大小

は関係なく、今日の大企業もルーツをたどれば、

小さな工夫の積み重ねにより現在の地位を確立

している。世界のトヨタの最大の強みは、カイ

ゼンによって生産プロセスを最適化しているこ

とであり、３Ｍの‘ポスト・イットノート’も、

最先端の技術を駆使したものではなかった。こ

れらの企業が成功した理由は、これらのアイデ

ィアをしっかりとマネジメントできたことにあ

る。製造業としての技術の高さがマネジメント

をサポートした側面もあろうが、成功の主たる

要因は最新の技術工学に由来するものではない。 

 

意外にアナログな４つの要因 

イノベーションが必ず成功するための条件

を示すことは容易ではないが、失敗の要因は研

究が進んでいる。以下に、ハーバード・ビジネ

ス・レビュー記載のロザべス・モス・カンター

氏の記事を参考に４つの失敗の条件をあげよう。 

①戦略面の失敗として、大きな成功を望みす

ぎるあまり、小粒のアイディアや漸進的なアイ

ディアを見逃してしまうことである。また、目

に見える新製品開発を重視するあまり、業務プ

ロセスや財務、物流部門でのイノベーションを

軽視してしまうことがある。開発の段階から、

大ヒット間違いなしのキラーコンテンツなど存

在しないのに、それを求めてしまうのである。 

②プロセス面の失敗として、既存事業の管理

をあてはめてしまった結果、厳しすぎる管理の

もとで、イノベーションが押しつぶされること

があげられる。新規事業に対して既存事業と同

様の進捗、予算執行、業績評価を求め、融通の

きかない厳格な管理を行ってしまうのだ。 

③組織面の失敗として、既存事業との連携を

欠いてしまうことである。本来、既存事業の発

展形あるいは補完のために生まれてきたイノベ

ーションなのに、既存事業と切り離して考えた

結果、うまくいかなくなるのだ。 

④最後にスキル面での失敗として、社内にお

けるコミュニケーションの不足があげられる。

革新にとって最も重要なのは、チームの結束で

ある。ＭＩＴの調査によれば、Ｒ＆Ｄチームの

生産性を最大限に発揮させるためには、少なく

とも２年間は同じ職場でともに働く必要がある

という。 

このようにみると、これらの４つの失敗を回

避する要因は、場合によっては中小企業におい

て、より有利に作用するとも考えられる。もは

や、大企業か中小企業かという分類よりも、イ

ノベーティブかどうかが問われている。地域企

業は、不足しがちなマネジメント力を強化した

ときに、よりイノベーティブな組織になれる可

能性があることを自覚する必要がある。 
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